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青森県青森市柳川１丁目２－７４ 

他にも情報が欲しい！という方は、「東北三地本」で今スグ検索♪♪ 

もしくは、右のＱＲコードから気軽にアクセス☆→→→→→→→→ 

新型コロナウイルス感染症拡大以降、ＪＲ東日本の大幅な減収の影響を受け、私たちは給料や賞与も 

2020年度年末手当 2.2ヶ月や、21春闘（ベースアップ無し、定期昇給係数２で実施）など、大きな犠牲

を強いられています。青森支部では「夏季手当に関する組合員の声」を職場集会や個別対話等で組合

員、社員と議論してきました。様々な意見がありましたのでご紹介します。 

まだまだ意見はたくさん届いてます！Part2へ続く！！ 

・定期昇給が係数２に対して、非常に悔しい気持ちでいっぱいです。 

人への投資を減らすことなく、しっかりと還元してもらいたい！ 

・今まで過去最高の売り上げがあった時にもボーナスは上がらなかった、会社が赤字で業

績が下がったからと言ってボーナスが下がるのはおかしい。生活が厳しい。 

・みんなが納得のできる額になることは難しいとは思うが、みんなが納得できる額になるよ

うに少しでも、あたり前の要求ができるような組織にしたい。 

・交渉にあったては自分たちの思いもあるが、常識・状況・世論など鑑みる要素があり大

変な交渉になると思うが交渉団を少しでも支えていきたい。 

・会社の経営が厳しいのはわかるが社員にも誠意を見せてもらわないと士気が下がる。

生産性にも悪影響だ。 

・定期昇給も減らされボーナスもゼロとなれば、今後の若い社員はかわいそう。退職者の

増加や人材確保に悪影響がでる。 

コロナ禍でも私たちの 

生活や仕事は変わらない！ 


